
「周防大島町病院事業経営強化プラン（素案）」に対するパブリックコメントの実施結果

１　意見の募集期間

令和５年１２月２２日（金）から令和６年２月２日（金）まで

２　意見の件数

４件

３　意見の内容と対応案

番号 頁 項目 意見の内容 意見に対する対応案

1

P38
P40

第３－１
（１）
「地域医療構
想等を踏まえ
た町病院事業
局の果たすべ
き役割・機
能」

第３－１
（２）「地域
包括医療・ケ
アシステムの
推進に向けて
果たすべき役
割・機能」

　高齢者が住み慣れた周防大島町で安心
して暮らすには、健康上困ったときにす
ぐに対応してもらえるところが近くにあ
ることが必要である。
　どんな状況になっても、町立の病院、
施設、訪問診療・看護が対応してもらえ
る保証があったら高齢者も家族も安心し
て暮らせる。
　人口減少が進む中、本町で暮らしてき
た方が、本町で幸せな最期を迎えられる
ような支援ができる病院事業局であった
らいいと思う。
　高齢者の最期に何らかの形で病院事業
局がよい関わり方をすれば、利用者は減
らないし、次世代の利用につながるので
はないかと思う。

　町立病院として、救急医療をはじめ、
急性期治療を終えた患者や在宅等で療養
を行っている患者の受け皿としての機能
を果たし、リハビリテーションを含めて
在宅復帰支援を進めていくとともに、地
域における医療機関等との連携を推進
し、途切れない医療の提供を実施するこ
ととしています。
　また、町内には複数の介護施設があ
り、相互に連携を図ることで主に医療的
ケアを必要とする慢性期医療の支援に努
めていますが、今後も介護施設との連携
調整に努めるとともに、町介護保険課な
ど関係機関との協力により在宅医療の支
援を図ります。

2

P40
P47

第３－１
（２）
「地域包括医
療・ケアシス
テムの推進に
向けて果たす
べき役割・機
能」

第３－２
（１）
「医師・看護
師等の確保」

　厚生労働省が提唱する地域包括ケアシ
ステムを周防大島町の特徴を踏まえて捉
え、町民がその人らしく生き、安心して
最後を迎えるための検討について、町民
と共に考えられる人材を育成してほし
い。
　病院事業局総務部は、経営強化プラン
策定後の点検・評価だけでなく、公平か
つ適正に各施設が経営に努めるよう監
視・監督が必要である。
　また、病院事業局内の施設間連携が重
要であり、総務部が主導して行うなどそ
の指導力を発揮し、町民に信頼される組
織となるよう職員一丸となって努める必
要がある。

　医療従事者の研修をはじめとした、人
材の確保・育成については、今後ますま
す重要になると考えており、研修・学会
等の参加に対する支援の充実などによ
り、職員のスキルアップを図り、モチ
ベーションの維持・向上及び離職防止に
努めます。
　また、経営強化プランの着実な推進の
ためには、病院事業局内の各施設の取組
に加え、外部の民間施設を含めた地域連
携が重要と考えており、総務部を中心と
した病院事業局全体で取組を推進したい
と考えます。

3

P41 第３－１
（４）
「医療機能や
医療の質、連
携の強化等に
係る数値目
標」

　大島病院の手術件数について、かなり
高い目標値を設定していると思う。
　令和６年度目標が２８５件で、以降５
件ずつ増加しているが、どのような試算
に基づいて算出された件数なのか示して
ほしい。

　大島病院の手術件数については、令和
４年度実績を基に、年間５件の増加を努
力目標として設定しているところです。
　なお、大島病院の令和４年度手術件数
実績２７７件のほとんどが眼科関連です
が、プラン素案では、手術ではない硝子
体内注射９２件が誤って集計されていま
したので、注射件数を差し引いた１８５
件に修正し、手術の目標数値（令和９年
度２１０件）を設定することとします。

4

P49 第３－５
（２）
「デジタル化
への対応」

　公共交通の便数が少なく、自家用車を
所有していない場合、通院等が不便であ
る。
　現在、病院事業局は患者輸送バスを運
行しているが、経営強化プランに記載さ
れているように、今後さらに人口減少が
進み、町全体の患者数が少なくなった場
合、さらに不便になるのではないか心配
である。

　現在、町において、令和５年３月に策
定された「周防大島町地域公共交通計
画」に基づき、持続可能な地域の移動手
段を確保するため、公共交通ネットワー
クの見直しを行っているところです。
　また、病院事業局においては、今後の
ＤＸ推進への取組として、患者の自宅等
で診療を行うことが可能となる、情報通
信技術（ＩＣＴ）を活用した遠隔診療
（オンライン診療）について検討・推進
してまいります。


